１　賃金

賃  金  ～前年より増加した現金給与総額～

　調査産業計の1人平均月間現金給与総額は330,523円で前年に比べて0.5％増加している。
　現金給与総額のうち、定期給与は269,728円で前年に比べて0.7％増となっており、賞与などの特別給与については60,795円で前年に比べて361円減少している。

　定期給与のうち、所定内給与は246,126円で前年に比べて0.2％増、超過労働給与は23,602円で前年に比べて1,413円増となっている。

　賃金の年平均の推移を名目賃金指数でみると、現金給与総額、定期給与、所定内給与すべてで前年に比べて増加している。
　賃金の年平均の全国結果については、現金給与総額、定期給与、所定内給与すべて前年に比べて減少している。
（図1-1、図1-2、統計表第1表、第5表、第9表、第17表、第33表）
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産業別賃金  ～製造業、建設業、電気・ガス・熱供給・水道業で増加～

　産業別の1人平均月間現金給与総額は電気・ガス・熱供給・水道業が558,047円と最も多く、以下、教育，学習支援業、情報通信業、金融･保険業、製造業、建設業、医療，福祉、運輸業、複合サービス事業、サービス業（他に分類されないもの）、不動産業、卸売・小売業と続き、飲食店，宿泊業が最も少なく139,218円であった。

　これを指数で前年と比べてみると、製造業(1.1%増)、建設業(0.5%増)、電気・ガス・熱供給・水道業(3.6%増)とも増加している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（図2、統計表第1表、第17表、第33表)
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賞  与  ～夏季、年末ともに増加～

　事業所規模30人以上の夏季賞与を調査産業計でみると、1人平均支給額は515,514円であり、前年に比べて22,652円増加している。所定内給与に対する支給割合（以下「平均支給率」という。）は、1.49ヶ月分であり、前年を0.09ヶ月分上回っている。全国結果の夏季賞与は469,275円で前年に比べて17,117円の減少となっている。
　事業所規模30人以上の年末賞与を調査産業計でみると、1人平均支給額は520,899円であり、前年に比べて26,869円増加、平均支給率は1.48ヶ月分であり、前年を0.07ヶ月分上回っている。全国結果の年末賞与は、487,302円で前年に比べて18,348円減少となっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（図3-1、図3-2、統計表第22表)
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２　労働時間

労働時間  ～所定外労働時間が減少～
　調査産業計の1人平均月間総実労働時間は154.7時間で前年に比べて0.4％減少した。
　総実労働時間のうち、所定内労働時間は142.3時間で前年に比べて1.0%減であり、所定外労働時間は12.4時間で前年に比べて6.5%増加した。
　労働時間の年平均の推移を平成17年＝100とした指数でみると、総実労働時間99.8（前年比0.4％減）、所定内労働時間99.3（同1.0％減）、所定外労働時間106.0（同6.5％増）となり、総実労働時間及び所定内労働時間は減少したが、所定外労働時間は増加した。

なお、全国結果では、総実労働時間（前年比0.6％減）及び所定内労働時間（同0.6％減）は減少したが、所定外労働時間（同0.8％増）は増加している。　　　
　(図4-1、図4-2、統計表第11表、第13表、第23表、第33表)
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産業別労働時間　～建設業で増加～
　　産業別の1人平均月間総実労働時間は運輸業が175.6時間と最も長く、以下、建設業、情報通信業、製造業、不動産業、電気・ガス・熱供給・水道業、金融・保険業、複合サービス事業、医療，福祉、サービス業（他に分類されないもの）、卸売・小売業、教育，学習支援業と続き、飲食店，宿泊業が最も短く115.8時間であった。
　これを指数で前年と比べてみると、建設業（2.3％増）は増加したが、製造業（1.9％減）及び電気･ガス･熱供給・水道業(7.3％減)は減少した。
　また、産業別にみた総実労働時間の全国結果は運輸業178.6時間、建設業172.1時間、製造業166.2時間の順となっている。

　(図5、統計表第11表、第23表、第33表)
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３　雇用

常用労働者  ～2年連続で増加～
　調査産業計の常用労働者数は1,310,389人、常用雇用指数は100.5(前年と比べて0.2%増)
であり、2年連続で増加した。
また、調査産業計のパートタイム労働者比率は23.9％であり、前年と比べて0.9ポイント減
少した。
　全国結果の調査産業計常用労働者数は44,272千人、常用雇用指数は102.8であり、前年に比べて1.8%増加した。
また、調査産業計のパートタイム労働者比率は26.1％であり、前年に比べて0.6ポイント増加した。
　　　　　　　　  (図6-1、図6-2、統計表第15表、第28表、第33表)
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産業別常用労働者　　～建設業、電気・ガス・熱供給・水道業で増加～

常用労働者数を産業別に指数で前年と比較してみると、建設業（3.0%減）は減少したが、製造業は同値、電気・ガス・熱供給・水道業（2.7％増）は増加した。

また、産業別の構成比でみると、製造業が33.9%と最も多く、次いで卸売・小売業(18.4%)、サービス業（他に分類されないもの）(10.1%)の順であり、この3業種で62.4%を占めている。以下、医療，福祉(7.9%)、飲食店，宿泊業(6.7%)、運輸業(6.7%)、建設業(5.4%)、教育，学習支援業(4.9%)、金融・保険業（2.3％）、複合サービス事業（1.5％）、情報通信業（1.2％）、電気・ガス・熱供給・水道業（0.7％）、不動産業（0.3％）の順となっている。
全国の常用労働者の構成比は、卸売・小売業が20.6％と最も多く、次いで、製造業が19.7％、サービス業（他に分類されないもの）が13.4％であった。　　　　　　   
　　　 　　　　(図7、統計表第15表)　
図7　  産業別常用労働者構成比(静岡県と全国)

 　　(事業所規模5人以上)
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常用労働者の異動状況　　
～製造業、金融・保険業、医療，福祉、教育，学習支援業、複合サービス業で入職超過～
　常用労働者の異動状況を調査産業計の労働異動率でみると、入職率(※1)は1.9%であり、前年差0.4ポイント減少した。離職率(※2)も1.9%であり、前年差0.3ポイント減少した。
　産業別に労働異動率をみると、製造業、金融・保険業、医療，福祉、教育，学習支援業、複合サービス業は入職超過、建設業、電気・ガス・熱供給・水道業、卸売・小売業、不動産業、飲食店，宿泊業、は離職超過、他の産業は同値であった。
（図8、統計表第30表）
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※1　入職率には、同一企業内の他の事業所からの転勤等により、当該事業所に配置された者を含む。
※2　離職率には、同一企業内の他の事業所への転勤等により、当該事業所から離れた者を含む。

　　　　　　　　　　　　                                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４　全国における静岡県の位置（事業所規模５人以上）
現金給与総額　　～全国第6位～
　全国結果の現金給与総額（調査産業計）は、330,313円となっている。
　都道府県別にみると、東京都が430,485円と最も多く、次いで神奈川県の365,046円、愛知県の359,049円の順であり、沖縄県の247,001円が最も少なくなっている。静岡県は330,523円で、全国順位は第6位となっている。
表１ 現金給与総額の都道府県順位概況

上位５都道府県                            下位５都道府県

	順位
	都道府県
	（円）
	
	順位
	都道府県
	（円）

	
	全　国
	330,313
	
	
	全　国
	330,313

	1
	東　京
	430,485 
	
	43
	長　崎
	268,030

	2
	神奈川
	365,046 
	
	44
	青　森
	265,028

	3
	愛　知
	359,049 
	
	45
	岩　手
	264,623

	4
	大　阪
	 　355,529
	
	46
	秋　田
	260,595

	5
	広　島
	332,765
	 
	47
	沖　縄
	247,001


定期給与　　～全国第5位～
　全国結果の定期給与（調査産業計）は、269,508円となっている。
　都道府県別にみると、東京都が338,139円と最も多く、次いで神奈川県の294,717円、大阪府の289,260円の順であり、沖縄県の212,011円が最も少なくなっている。静岡県は269,728円で、全国順位は第5位となっている。
表２ 定期給与の都道府県順位概況

上位５都道府県                    　　　　　下位５都道府県

	順位
	都道府県
	（円）
	
	順位
	都道府県
	（円）

	
	全　国
	269,508
	
	
	全　国
	269,508

	1
	東　京
	338,139
	
	43
	青　森
	225,924

	2
	神奈川
	294,717
	
	44
	岩　手
	225,188

	3
	大　阪
	289,260
	
	45
	長　崎
	224,490

	4
	愛　知
	285,366
	
	46
	秋　田
	222,313

	5
	静　岡
	269,728
	
	47
	沖 縄
	212,011


総実労働時間　　～全国第20位～
　全国結果の総実労働時間（調査産業計）は、150.7時間となっている。
　都道府県別にみると、岩手県が161.1時間と最も長く、次いで山形県の160.0時間、秋田県の159.7時間の順であり、奈良県の141.3時間が最も短くなっている。静岡県は154.7時間で、全国順位は第20位となっている。
表３ 総実労働時間の都道府県順位概況

上位５都道府県                           下位５都道府県
	順位
	都道府県
	（時間）
	
	順位
	都道府県
	（時間）

	
	全　国
	150.7
	
	
	全　国
	150.7

	1
	岩　手
	161.1
	
	43
	神奈川
	146.0

	2
	山　形
	160.0
	
	44
	京 都
	145.8

	3
	秋　田
	159.7
	
	45
	兵 庫
	145.7

	4
	岡　山
	158.6
	
	46
	埼 玉
	142.0

	5
	新　潟
	158.3
	
	47
	奈 良
	141.3


常用労働者数　　～全国第１０位～
　全国結果の常用労働者数（調査産業計）は、44,271.6千人となっている。
　都道府県別にみると、東京都が6,490.3千人と最も多く、次いで大阪府の3,052.9千人、愛知県の2,840.8千人の順であり、鳥取県の173.0千人が最も少なくなっている。静岡県は1,310.4千人で、全国順位は第10位となっている。
表４ 常用労働者数の都道府県順位概況

上位５都道府県                         　下位５都道府県

	順位
	都道府県
	（千人）
	
	順位
	都道府県
	（千人）

	
	全　国
	44,271.6
	
	
	全　国
	44,271.6

	1
	東　京
	6,490.3
	
	43
	高　知
	240.0

	2
	大　阪
	3,052.9
	
	44
	和歌山
	235.2

	3
	愛　知
	2,840.8
	
	45
	島 根
	226.1

	4
	神奈川
	2,373.0
	
	46
	徳 島
	223.7

	5
	埼　玉
	1,804.2
	
	47
	鳥 取
	173.0


表５ 現金給与総額、定期給与、総実労働時間、常用労働者数の都道府県順位

	順位
	都道
府県
	現金給与
総額（円）
	順位
	都道
府県
	定期給与
（円）
	順位
	都道
府県
	総実労働
時間（時間）
	順位
	都道
府県
	常用労働者
数（千人）

	全国平均
	330,313 
	全国平均
	269,508
	全国平均
	150.7
	全国平均
	44,271.6

	1
	東京
	430,485
	1
	東京
	338,139
	1
	岩手
	161.1
	1
	東京
	6,490.3 

	2
	神奈川
	365,046
	2
	神奈川
	294,717
	2
	山形
	160.0
	2
	大阪
	3,052.9 

	3
	愛知
	359,049
	3
	大阪
	289,260
	3
	秋田
	159.7
	3
	愛知
	2,840.8 

	4
	大阪
	355,529
	4
	愛知
	285,366
	4
	岡山
	158.6
	4
	神奈川
	2,373.0 

	5
	広島
	332,765
	5
	静岡
	269,728
	5
	新潟
	158.3
	5
	埼玉
	1,804.2 

	6
	静岡
	330,523
	6
	栃木
	269,586
	6

	栃木
	158.2
	6
	北海道
	1,786.3 

	7
	三重
	327,549
	7
	広島
	269,249
	
	佐賀
	158.2
	7
	兵庫
	1,651.4 

	8
	岡山
	326,425
	8
	岡山
	266,629
	8
	大分
	158.0
	8
	福岡
	1,613.6 

	9
	栃木
	322,265
	9
	三重
	266,010
	9
	宮崎
	157.9
	9
	千葉
	1,548.4 

	10
	兵庫
	321,541
	10
	茨城
	263,703
	10
	福島
	157.8
	10
	静岡
	1,310.4 

	11
	茨城
	320,065
	11
	千葉
	262,139
	11
	愛媛
	157.6
	11
	茨城
	974.9 

	12
	滋賀
	318,933
	12
	福井
	261,486
	12

	青森
	157.5
	12
	広島
	963.4 

	13
	京都
	315,173
	13
	滋賀
	261,424
	
	福井
	157.5
	13
	宮城
	835.1 

	14
	千葉
	314,693
	14
	兵庫
	260,767
	14
	長崎
	157.4
	14
	新潟
	799.2 

	15
	石川
	314,597
	15
	京都
	259,952
	15
	鳥取
	156.7
	15
	京都
	797.7 

	16
	福井
	314,596
	16
	山梨
	259,661
	16

	富山
	155.7
	16
	長野
	727.7 

	17
	富山
	313,125
	17
	富山
	258,947
	
	山梨
	155.7
	17
	群馬
	691.3 

	18
	徳島
	312,577
	18
	石川
	257,182
	18
	香川
	155.0
	18
	岐阜
	647.3 

	19
	山口
	311,553
	19
	徳島
	257,180
	19
	熊本
	154.9
	19
	福島
	619.8 

	20
	香川
	311,179
	20
	香川
	256,102
	20
	静岡
	154.7
	20
	岡山
	618.9 

	21
	山梨
	309,345
	21
	山口
	253,384
	21
	鹿児島
	154.6
	21
	栃木
	586.9 

	22
	福岡
	306,530
	22
	群馬
	250,881
	22
	和歌山
	154.5
	22
	三重
	529.0 

	23
	群馬
	303,315
	23
	福島
	248,793
	23
	徳島
	154.2
	23
	熊本
	510.6 

	24
	岐阜
	302,091
	24
	福岡
	248,705
	24
	山口
	153.4
	24
	鹿児島
	499.5 

	25
	奈良
	298,967
	25
	岐阜
	248,602
	25
	広島
	153.3
	25
	山口
	445.8 

	26
	和歌山
	298,886
	26
	新潟
	246,480
	26
	島根
	153.1
	26
	滋賀
	436.4 

	27
	長野
	297,747
	27
	長野
	246,237
	27

	北海道
	152.4
	27
	石川
	414.8 

	28
	福島
	296,920
	28
	埼玉
	246,133
	
	石川
	152.4
	28
	岩手
	413.5 

	29
	愛媛
	295,673
	29
	愛媛
	245,924
	29
	群馬
	152.0
	29
	富山
	410.7 

	30
	新潟
	293,892
	30
	和歌山
	245,620
	30
	沖縄
	151.8
	30
	青森
	385.9 

	31
	埼玉
	293,267
	31
	山形
	244,792
	31
	茨城
	151.6
	31
	愛媛
	379.0 

	32
	山形
	290,119
	32
	奈良
	244,401
	32
	福岡
	151.5
	32
	大分
	371.8 

	33
	佐賀
	283,786
	33
	佐賀
	236,741
	33
	長野
	151.1
	33
	長崎
	370.2 

	34
	大分
	280,278
	34
	高知
	236,014
	34
	愛知
	151.0
	34
	沖縄
	369.3 

	35
	高知
	279,327
	35
	大分
	234,968
	35
	岐阜
	150.9
	35
	山形
	364.3 

	36
	宮城
	279,016
	36
	鳥取
	233,938
	36

	宮城
	150.4
	36
	秋田
	357.4 

	37
	宮崎
	278,126
	37
	北海道
	233,826
	
	東京
	150.4
	37
	香川
	334.4 

	38
	北海道
	277,207
	38
	宮城
	233,090
	38
	三重
	149.4
	38
	宮崎
	329.1 

	39
	鳥取
	276,537
	39
	宮崎
	231,687
	39
	大阪
	149.3
	39
	奈良
	321.8 

	40
	鹿児島
	276,008
	40
	島根
	230,580
	40
	高知
	148.9
	40
	福井
	291.2 

	41
	島根
	275,641
	41
	鹿児島
	227,977
	41
	滋賀
	148.3
	41
	佐賀
	261.2 

	42
	熊本
	270,179
	42
	熊本
	226,873
	42
	千葉
	147.0
	42
	山梨
	256.7 

	43
	長崎
	268,030
	43
	青森
	225,924
	43
	神奈川
	146.0
	43
	高知
	240.0 

	44
	青森
	265,028
	44
	岩手
	225,188
	44
	京都
	145.8
	44
	和歌山
	235.2 

	45
	岩手
	264,623
	45
	長崎
	224,490
	45
	兵庫
	145.7
	45
	島根
	226.1 

	46
	秋田
	260,595
	46
	秋田
	222,313
	46
	埼玉
	142.0
	46
	徳島
	223.7 

	47
	沖縄
	247,001
	47
	沖縄
	212,011
	47
	奈良
	141.3
	47
	鳥取
	173.0 


（注）厚生労働省公表の毎月勤労統計調査地方調査‐平成19年分結果概要による。
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